












1.総括 

全体的に新しい知見を示す論文はなく、これまでの研究の延長がほとんどであった。SIDS

の病因・病態は未だ不明であり、且つ SIDS が乳児死因の最も重要な疾患であることには変

わりない現状の中で、SIDS 研究全体の沈滞があることは否めない様である。 


